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青森市医師会立青森市医師会立

青森准看護学院学生募集青森准看護学院学生募集
願書受付　12月11日（月）～
　　　　　　　令和６年１月15日（月）
募集人員　40人
試 験 日　令和６年１月27日（土）
応募資格　中学校卒業以上

問青森市医師会立青森准看護学院
　（☎017－776－7130）

准看護師を目指す
皆さんの応募を
お待ちしています！

青
森
県
最
低
賃
金
の
改
定

◆
時
間
額　

898
円

　

（
10
月
７
日
発
効
）

　

青
森
県
で
働
く
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
製
造
業
と
小
売
業
の
一
部
に
は

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室
（
☎
017
―
734
―
４
１
１
４
）

青森県中小企業者等
ＬＰガス・特別高圧電気価格高騰対策支援金

　県では、エネルギー価格高騰の影響により、厳しい経営環境が続いてい
る県内中小企業者などの負担軽減を図るため、国の「電気・ガス価格激変
緩和対策事業」の支援対象外となっている「LPガス」や「特別高圧電
気」を使用する県内中小企業者などに対し、その使用量に応じて支援金を
給付します。

◆給付金額　１～９月分の使用量に支援単価を乗じた額
支援単価 １～８月分 ９月分

業務用LPガス 62円／㎥ 31円／㎥

特別高圧電気 2.5円／kWh（上限月50万円） 1.25円／kWh（上限月25万円）

※家庭用を対象としたLPガス料金の値引きや、県のほかの支援金の対象となる場合は対象外

◆申請受付期間　11月30日（木）まで※当日消印有効
◆申請先　主たる事業所の所在地を所管する商工会、商工会議所または
　　　　　青森県商工会連合会

◆専用電話相談窓口　☎0120－66－0217（通話料無料）
　開設期間　12月25日（月）まで　※月～金曜日（祝日を除く）
　開設時間　９：00～17：00

※支援金制度について詳しくは、右記二次元コードより、
　県ホームページをご確認ください。

第
２
回
障
が
い
者
雇
用

促
進
セ
ミ
ナ
ー

　

現
在
、
民
間
企
業
に
お
け
る
障

が
い
者
の
法
定
雇
用
率
は
2.3
％

で
、
対
象
と
な
る
事
業
主
の
範
囲

は
、
従
業
員
43.5
人
以
上
で
す
が
、

法
定
雇
用
率
の
引
き
上
げ
、
対
象

と
な
る
事
業
主
の
範
囲
の
拡
大
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
企

業
の
障
が
い
者
雇
用
を
支
援
す
る

た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
第
２
回

　
「
障
が
い
者
雇
用
の
進
め
方
」

時
11
月
７
日
（
火
）午
後
２
時
～
４
時

所
青
森
市
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

　

５
階
大
研
修
室

内
①
基
調
講
演
「
企
業
が
知
っ
て

お
き
た
い
障
が
い
者
雇
用
制
度

と
合
理
的
配
慮
と
は
？
」

　

講
師
…
長
谷
川
珠
子
さ
ん
（
国

立
大
学
法
人
福
島
大
学
行
政
政

策
学
類
准
教
授
）

　

②
青
森
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
企
業
向
け
支
援
制
度
の
紹
介

人
料
30
人
（
申
込
順
）／
無
料

申
問
11
月
２
日（
木
）ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
経
済

政
策
課
（
☎
017
―
734
―
２
４
０

２
、

keizai-seisaku
@

city.

　

a
o

m
o

ri.a
o

m
o

ri.jp

）
へ

農
地
に
つ
い
て
必
要
な

手
続
を
行
い
ま
し
ょ
う

　

農
地
を
耕
作
目
的
で
売
買
や
賃

貸
借
な
ど
す
る
場
合
は
、
事
前
に

農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
農
地
を
建
物
の
敷
地

な
ど
に
転
用
す
る
場
合
は
、
事
前

に
青
森
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で

す
（
市
街
化
区
域
内
農
地
の
場
合

は
農
業
委
員
会
へ
の
事
前
届
出
が

必
要
）。

　

許
可
な
ど
を
受
け
ず
に
行
っ
た

場
合
は
農
地
法
違
反
と
な
り
、
３

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
300
万
円
以

下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
転
用
の
場
合
は
原
状
回
復

命
令
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

許
可
申
請
な
ど
は
、
事
前
に
農

業
委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
017
―
761
―
４
３
７
０
）

　

農
業
委
員
会
事
務
局
分
室

　
（
☎
０
１
７
２
―
62
―
１
１
４
８
）

２
０
２
３
年
漁
業
セ
ン
サ
ス

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

農
林
水
産
省
で
は
、
国
の
漁
業

の
生
産
構
造
、
就
業
構
造
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
漁
村
、
水

産
物
流
通
・
加
工
業
な
ど
の
漁
業

の
実
態
と
変
化
を
総
合
的
に
把
握

す
る
た
め
に
、「
２
０
２
３
年
漁

業
セ
ン
サ
ス
」
を
全
国
一
斉
に
実

施
し
ま
す
。

　

調
査
は
５
年
ご
と
で
、
水
産
業

を
営
ん
で
い
る
全
て
の
世
帯
や
事

業
所
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
っ
た
お
宅
に

は
、
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員

（
調
査
員
証
を
携
帯
）
が
、
調
査
票

を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
企
画
調
整
課

　
（
☎
017
―
763
―
５
２
４
４
）

市
か
ら
の
重
要N

E
W
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康
ナ
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ひ
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市
か
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下
水
道
・
農
業
集
落
排
水

施
設
へ
の
接
続
は
お
早
め
に

　

下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
施
設

は
、
排
水
を
浄
化
し
、
き
れ
い
な

水
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
重
要
な
働

き
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い

た
だ
い
て
は
じ
め
て
そ
の
効
果
を

発
揮
し
ま
す
。

　

下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
施
設

が
整
備
さ
れ
た
地
域
の
か
た
は
、

早
め
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
接
続
工
事
の
際
は
、
条
例
に
定

め
ら
れ
た
「
青
森
市
指
定
排
水

設
備
工
事
業
者
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
工
事
着
工
前

に
申
請
が
必
要
で
す
。

※
接
続
工
事
資
金
を
金
融
機
関
か

ら
無
利
子
で
借
り
る
こ
と
が
で

き
る
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ

り
ま
す
。

※
接
続
後
は
水
道
の
使
用
水
量
に

基
づ
き
、
下
水
道
使
用
料
ま
た

は
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
水
道
部
営
業
課

　
（
☎
017
―
734
―
４
２
８
１
）

　

上
下
水
道
課

　
（
☎
０
１
７
２
―
62
―
１
１
５
９
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

◆
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き
（
特

別
徴
収
）
さ
れ
て
い
る
か
た
へ

　

天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
額
は
月

に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
。

４
月
・
６
月
・
８
月

　

年
金
振
込
時
に
前
年
度
２
月
と

同
額
を
天
引
き
（
仮
徴
収
）

10
月
・
12
月
・
２
月

　

残
り
の
保
険
料
額
を
分
割
し
て

天
引
き
（
本
徴
収
）

※
天
引
き
さ
れ
る
保
険
料
額
は
、

７
月
に
送
付
し
た
保
険
料
額
決

定
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
新
た
に
加
入
す
る
か
た
へ

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
原

則
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴

収
）
さ
れ
ま
す
が
、
年
度
途
中
で

加
入
し
た
か
た
の
保
険
料
は
、
天

引
き
開
始
ま
で
時
間
が
か
か
る
た

め
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合

は
、
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
税

を
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
た
か

た
で
も
、
改
め
て
手
続
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◆
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め
ま

し
ょ
う

　

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
通
常

よ
り
有
効
期
限
が
短
い
保
険
証

（
短
期
被
保
険
者
証
）
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
納
付
書
で
納
め
て
い
る
か
た
に

は
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
め

に
出
向
く
手
間
も
省
け
る
口
座

振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
口
座

振
替
へ
の
変
更
は
、
金
融
機
関

ま
た
は
駅
前
庁
舎
納
税
支
援

課
、
浪
岡
庁
舎
納
税
支
援
課
、

各
支
所
な
ど
で
随
時
受
付
し
て

い
ま
す
。

※
災
害
に
よ
り
住
宅
な
ど
に
著
し

く
損
害
を
受
け
た
場
合
や
、
特

別
な
事
情
に
よ
り
世
帯
主
な
ど

の
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
場

合
は
、
保
険
料
の
減
免
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
国
保
医
療
年
金
課

　
（
☎
017
―
734
―
５
３
４
０
）

　

浪
岡
振
興
部
健
康
福
祉
課

　
（
☎
０
１
７
２
―
62
―
１
１
５
３
）

　

青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
（
☎
017
―
721
―
３
８
２
１
）

掲載の内容は、９月20日時点の情報をもとに作成しています。イベントなどは中止・延期・変更となる場合が
ありますので、最新情報は、各お問合せ先にご確認ください。

　９月９日、第８回浪岡北畠秋まつり火おこしに参加しまし

た。今年、屋久島が世界自然遺産登録30周年を迎えることを

記念し、本市と友好盟約を締結している屋久島町から大太鼓

「神鼓」を招致。火おこしとのコラボレーションで両市町の

絆を深めました。

　９月16日は、ASAMUSHIフェスへ。青森市観光大使であ

る三上枝織さんと声優の真野あゆみさんによるトークショー

や、ハンドメイドECサイトCreemaで活躍するクラフト作

家の皆さんの雑貨販売ブースなど、アニメ・音楽・グルメ・

アートが大集結。浅虫地区に新たな交流の輪が生まれました。

　９月17日は、棟方志功生誕120年記念「棟方志功サミット 

in 青森」を開催しました。志功画伯の母校である長島小学

校児童の皆さんによる特別授業の成果の発表など誕生の地な

らではのプログラムができたことに感激。ゆかりの地の５自

治体の長が集い、志功画伯の貴重な文化芸術資源を活かした

まちづくりに連携して取り組むことを宣言しました。

　これからも他都市や各団体との交流を通じて、本市の魅力

を発信し続けてまいります。９月９日　第８回浪岡北畠秋まつり火おこし
神の面をまとった屋久島太鼓保存会の皆さんによる
勇壮な演奏に魅了されました。

市
か
ら
の
重
要
N
E
W
S

健
康
ナ
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